
議題・議事・発言等（要点記録）

会 議 名 第１回八名地域協議会 公 開

日 時
令和４年４月２２日（金）

午後７時３０分～午後８時４０分
場 所

一鍬田公民館

２階 集会室

出 席 者

（委員）

井原勉、中村治巳、杉山和彦、中野岩夫、松本貴美徳、小林勝則、

加藤剛章、森下國雄、安形貴代江、小林正子、井上こずえ、

滝川多嘉子、田中純子、細田圭介、春田梨加、中村美奈、

加藤江利加、西田みゆき

（事務局）

市民自治推進課：加藤参事

八名自治振興事務所：近藤所長、岡本主任、近藤主任

欠 席 者

（委員）

伊藤寿規、酒井祥英、山本いづみ、

浅見浩平、豊田啓季

傍 聴 者 １名

配布資料

次第、令和４年度八名地域協議会名簿、令和３年度からの引き継

ぎ事項、地域活動支援員の概要、地域活動交付金募集チラシ、令

和３年度地域協議会だより第４６号、八名地域計画（案）、八名地

域協議会における主な役割、新型コロナウイルス感染拡大防止に

ついてのお願い

１ 開会

所長が挨拶を行い、その後事務局の自己紹介を行った。

２ 八名地域協議会委員委嘱辞令交付式

地域協議会委員として委嘱される方へ、辞令の交付を行った。

その後、地域協議会委員の自己紹介を行った。

３ 説明

（１）八名地域協議会の運営方針について

事務局より令和 3年度の八名地域協議会からの引き継ぎ事項について説明を行っ
た。

１ 効率的・効果的な協議会を目指す。

２ 八名地域計画を最大限活用した地域づくりを行う。

３ 地域自治区予算の有効活用

４ その他

（八名区長会との連携、地域協議会の周知、地域活動支援員への支援 依頼）

（２）地域活動支援員について

事務局から、地域活動支援員制度の概要を説明し、八名地域自治区へ配置されてい

る地域活動支援員の紹介を行った。



（３）地域活動交付金事業について

事務局から地域活動交付金事業の制度等について説明した。

（４）地域自治区予算事業について

事務局から地域自治区制度の説明及び令和４年度地域自治区予算事業計画につい

て説明した。

（５）地域計画について

事務局から地域計画策定の目的、令和 3年度の見直し内容（地域計画の４つの柱と
１１の目標、冊子の構成）等について説明した。

今年度も引き続き地域計画改定を行う旨を説明した。

４ 議事

会議成立の報告（５名の欠席）

議事録署名委員の指名について名簿順によるということで決定した。

（１）会長、副会長の選任

会長に井上こずえ氏が選任された。

副会長の選任にあたり、「地域活動交付金分科会」及び「地域計画分科会」を設置

すること。また、分科会長が副会長を兼任することを協議の上、決定した。

その後、分科会長（副会長）の協議を行い、地域活動交付金分科会長に山本いづみ

氏、地域計画分科会長に滝川多嘉子氏が選任された。

職務代理の順位は、滝川多嘉子氏、山本いづみ氏の順となった。

（２）コロナ禍における地域協議会の開催等について

新型コロナウイルス感染症の拡大状況による書面形式等の開催方法については会

長・副会長・事務局に一任として判断することとなった。

５ その他

委員からの質疑応答を行った。

＜主な内容＞

（委 員）コロナにより対面会議が困難な場合、書面会議では意思の疎通が困難なため、

オンライン会議を検討して欲しい。

（事務局）オンライン会議が可能な環境にあるかを委員全員にアンケート調査をし、検

討します。

（委 員）地域協議会で協議を進める中で、地域活動支援員だけでなく、女性議会や若

者議会などの経験者とも接触できるような機会を設けてほしい。

（会 長）意見として承りました。

（委 員）スマートＩＣに関して、どういう形で意見を聞かれるのか、どういった形で

意見を纏めていったらいいのかを考えていく必要がある。

（事務局）地域の意見の集約方法について、具体的には決まっていませんが、市役所が

行うこと、自分たちで行っていくこと等を皆さんと話し合いながら進めていく

ことも 1つの手法と考える。



６ 閉会

次回、第２回八名地域協議会開催について、令和４年５月１９日（木）１９時３０

分からとした。


